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自主防災組織の防災・減災活動の位置づけ

踏み台

⑤迅速な初動対応への物的な備え、しくみづくり

③地域の点検と把握 
　・避難経路確認 
　・危険箇所確認 
　　　：

⑥対応内容の訓練

ハザードマップ等の周知

活動・訓練の例

防災まち歩き

防災パトロール
防災マップづくり

避難方法・誘導方法検討
初動方針・対応方法検討

①意識の向上をはかる想  定

⑦災害後に 
　困らないための備え

復  旧

災害発生

非常持出し品の備え 安否確認 避難確認

家具類転倒 
防止普及

ガラス飛散防止普及
耐震補強促進
備蓄の備え

予 防 と 被 害 抑 止
②災害から命を守る備え

防災活動 減災活動

炊き出し訓練
避難所運営訓練

④災害時の 
　対応内容の検討

応 急 対 応

安否・避難確認訓練
避難・避難誘導訓練
搬送・手当訓練
地震：消火訓練

 共助(自主防災組織)             共助(自主防災組織)             

地域のリーダーは来るべき災害を踏まえて活動等の位置付けを理解しておきましょう。
防災リーダーの役割

自  助　　               



地震による揺れや津波浸水、河川浸水、土砂災害の危険性について、 
各家庭に周知する方法を考える。

例) 自主防災組織が例えば以下を実施 
・訓練、研修時や地域の集会における説明と周知 
・民生委員等の福祉と連携しての高齢者宅の戸別訪問による説明 
・地元商店、病院等でのマップ掲示、パンフレットの設置依頼 
　　　：どうすれば普及、周知できるか工夫しましょう。

防災リーダーと自主防災組織の役割

地域で活用トイレに貼る等のアドバイス ゴミ分別等説明の横に貼る

お店、病院等での掲示

①住民の意識向上をはかる

L字金具
↓ 

数百円程度 ↓ 
数百円～2千円程度

↓ 
千円～2千円程度

ガラス飛散防止 
フィルム

観音開き防止 
耐震ラッチ

→ 耐震補強費用で最も多い額 
　 100～150万円

参考）

新車の軽自動車120～150万円

自動車保険(車に乗る人の安全と補償を確保) 
年平均40,000円 × 50年 =2,000,000円 

高いか？ 
安いか？

寝室等の部屋を 
耐震シェルター化

35万円～

30万円～

耐震ベッド

例）

例）

耐震補強と家具類の転倒防止
・1995年阪神・淡路大震災では地震直後7割の方が家屋の倒壊で犠牲 
・2018年4月に大阪で発生した地震では家具の下敷きで高齢者が犠牲

②災害から命を守る備え

耐震診断や補強対策の重要性について住民に啓発
する。また、住民が説明を聞く機会を設ける。

防災リーダーと自主防災組織の役割



共同購入による 
普及推進

例）家具類転倒防止の普及・推進戦略の一例

地域行事の景品、参加賞 
として配布してグッズを周知

高齢者宅等での 
固定作業をどうす
るか？地元の商店やホーム 

センターでの販売

販売依頼→

地域の行事や店舗などの資源を活用して、普及できるか検討しましょう。
防災リーダーと自主防災組織の役割

②災害から命を守る備え

東京都のある市の広報紙に掲載の自治会活動例

ここから家具固定作業のしくみづくりへと発展

例）家具類転倒防止の普及・推進戦略の一例
①住民の意識向上 から ②地震から命を守る備え への導き



避難者 
受け入れ 
施設等

避難所 

親戚・ 
知人宅

立ち退き避難

避難方法の検討災害の程度

①住民の意識向上 から ②水害・土砂災害から命を守る備え への導き

最悪でも垂直・在宅避難

自主防災組織の役割
避難方法について、町内会の行事等の機会を利用して住民に周知しましょう。

米子市ハザードマップ凡例

地域の特徴を確認する
・災害の対象と範囲を把握 
・足元を確認 
・今からの備えを検討

③地域の点検と把握

地域の防災マップづくり

現場の状況を記録するハザードマップを使って 
地域の状況を把握する

災害図上訓練DIG等

実際に現場で確認する

防災まち歩き 
防災パトロール

自主防災組織の役割
まずは地域の点検を定期的に実施しましょう。また、作成したマップ等を
通じて住民に周知しましょう。



消防団

自主防災組織民生委員

町内会役員

関係者で検討

例）例えば、要配慮者に対して、自主防災組織や民生委員および消防団等が 
　　対応・避難を検討し、共有する。

● 避難所

支援者？●
●要配慮者

④体制づくりと対応内容

自主防災組織、民生委員と消防団等が要配慮者への対応、避難を検討し、
共有する。→個別計画づくりへとつなぎましょう。

自主防災組織の役割

例）安否確認、避難完了等の確認
・災害時の安否確認を効率よく行うための「幸せの黄色旗」 
・避難したことを知らせる印(合図) 
⇒災害発生時に無事な場合、避難する際に玄関に掲げる

無事を知らせる旗やマグネットシール 「避難した」を知らせる合図

無 事

⑤迅速な初動対応への物的な備え、しくみづくり

基本は・・Search  &  Rescue
探す 
↓ 
？

助ける 
　↓ 
住民はこの訓練のみ実施

安否確認や避難完了者の確認を迅速に行うための知恵を出し合いましょう。
防災リーダーと自主防災組織の役割



土砂災害発生情報の入手 水害発生

警戒レベル１ 
早期注意情報

警戒レベル２ 
大雨・洪水・高潮注意報

警戒レベル３ 
高齢者等避難

警戒レベル４ 
避難指示

警戒レベル５ 
緊急安全確保

例) 情報入手方法の周知と普及

米子市 
表示用QRコード

気象庁：早期注意情報, 気象警報

現在の注意報・警報は？ 
今後警報が出るか？

気象庁：雨雲, 浸水・土砂災害危険度

大雨になりそうか？ 
浸水・土砂災害が 
危険かどうか？

米子市

⑤迅速な初動対応への物的な備え、しくみづくり

自主防災組織の役割
自治会・町内会の行事の際に防災気象情報や避難情報の取得方法の 
周知と登録の機会を設けましょう。

防災や避難等に 
関する情報等

米子市市

メール登録
鳥取県：あんしんトリピーメール

垂直避難時に２階に準備

＋ ＋
普段使う缶詰、レトルト等の食品 鍋とカセットコンロ飲料水 

↓ 
保管場所を工夫

＝
普 
段 
の 
食 
事

＋

食器の確保

モバイルバッテリー 
(ソーラーパネル付き)

置き薬箱
ラジオ

災害用トイレ おむつ 生理用品

例) 垂直(在宅)避難時の備え

１階入口、床下換気口には 
土のうを設置

プランターとブルーシートを使った土のう→

⑤迅速な初動対応への物的な備え



携帯毛布
飲料水 ライト付き雨傘

購入時に考える観点 
・迅速に持ち出せるもの 
・避難時に困らないためのもの 
・避難先で困らないためのもの

多機能ラジオ 薬・薬手帳

・・・

家庭や地域で 
考える

除菌シート 栄養補助食品等(個別包装) 体温

接触感染防止 体調管理

おむつ圧縮袋

義歯

避難所まで持っていける 
重さと大きさで調整する

例) 立ち退き避難時の備え
⑤迅速な初動対応への物的な備え

自主防災組織の役割
コロナ感染がおさまっても、 
避難所での感染対策は引き続き 
必要です。

 机上で対応を考えたら現場で試す⇒訓練 

　・声かけ訓練、情報伝達訓練 
　・搬送訓練、車いす介助訓練 
　・シニアポーズによる避難訓練（高齢者検証） 
　・避難所運営訓練、炊き出し訓練 

訓練とは → 現場での習得と検証 
家庭で、職場で、地域で検証すべきことは多々ある

「けが人は担架で搬送しょう」言うは易く行うは難し
災害時必要な対応活動は実際に訓練で試してみましょう
⑥対応内容の訓練

自主防災組織の役割
自治会活動との相乗りなど住民の負担が軽減する工夫もして、地域で必要な訓練を
実行してみましょう。



・災害ハザードマップの再周知→前提となる災害を理解する 
・防災意識向上となる情報の提供 
　　：

①住民の意識向上をはかる

②災害から命を守るための呼びかけ

③地域の点検と把握

まとめ＜日頃の自主防災組織の役割と具体的な活動の例＞

・耐震診断・補強の説明への誘い 
・家具類の転倒防止策、ガラスの飛散防止策の促進、具体例の提示 
　　：

・防災(まち歩き)パトロールによる地域の点検と把握 
・地域の防災マップづくり 
　　：

・非常持ち出し品、災害用備蓄の普及・促進 
・安否確認や避難完了の確認を迅速に行うための手段の検討 
・防災気象情報や避難に関する情報の取得についての周知 　　：

・災害時(直前)の体制づくりと対応内容およびその訓練 
・要配慮者避難の支援についての検討 　　： 

④体制づくりと対応内容

⑤迅速な初動対応への物的な備え、しくみづくり

・避難訓練 
・避難所運営、炊き出し等の実施要領の確認と訓練 
　　：

⑥対応内容の訓練

　　　地域の行事 
1月　どんど焼き 
2月　一斉清掃 
3月　お花見 
4月　敬老会　 
： 
7月　夏祭り 
8月　盆踊り 
9月　運動会 
： 
12月 年末警戒

持続のために地元行事と防災活動とのマッチング作業を行う。
  毎年行うべき活動（一部） 
消火訓練 
危険箇所パトロール 
要配慮相当の者の搬送等訓練 
炊き出し訓練 
防災資機材点検、稼働 
講習 
　　：

防災訓練や日々活動を持続するための活動のマッチング

自主防災組織の役割
自主防災組織の活動を持続させるためには、活動や訓練
について、住民負担を軽減すべく、自治会・町内会行事 
とのマッチング、相乗りできるような工夫をしましょう。



どんど焼き→消火訓練、炊き出しの例 地域の運動会での実施の例

瑞浪市で実施されている防災活動持続のための工夫例
地域活動とのマッチング例

自主防災組織の役割
児童・生徒を通じて若い世代の保護者も参加できるよう、例えば学校の行事とのタイ 
アップによる防災活動や訓練の実施ができるよう地元の学校と協議してみましょう。

文政十一年(1828年)三条地震
先人からのメッセージ

住民による共助

行政による公助

絵と説明：其明（新発田藩領町の村役人） 
災害については先人の教えを皆忘れてしまうからいけない。 
昔の教訓を心にとめて普段から用心しておけば、今回のようにあわてさまよう 
ようなことはなかった。そうすれば、もっと多くの命を救うことができたのだ。 
そして、「せめてこたびはかくありけりと絵にしるしおきて」子孫への戒めと 
したい。

出典：画帖「懲震秘鑑，火中救助の図」(新津市立図書館蔵)


